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      赤城川の四滝 

 赤城川は、赤城大沼を囲む山の一つ陣笠 

山の山麓に源を発し、大洞、砂川と流れ南 

郷で片品川と合流します。 

 「わが赤城根村」（赤城根村誌）には、「 

赤城川の中流に滝あり、一を銚子の滝、二 

を五郎の滝、三を大滝といい」と三つの滝 

が紹介されていますが、中滝を含め「赤城  銚子の滝 

四川滝」とよぶ人もいます。 

 四つの滝のなかで最上流にある「銚子の 

滝」は、落差約１５㍍で落ち口のところに 

大きな岩が挟まり、水量が多い時には、二 

条の水が落下するそうです。 

 「中滝」は、落差が約２０㍍で落ちてき 

た水が、大岩で二つに分かれます。      中滝 

   「砂川大滝」は、落差が約２０㍍、幅が

約５メートルで、四つの滝のなかで最も大

きな滝です。 

   ゴロスの滝（五 

  郎の滝）は、落差 

約８㍍、幅約１０ 

㍍の滝で、三条に 

砂川大滝  に分かれています。  ゴロスの滝 

分かれ 
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 大東議員は１２月定例市議会の一般質問で、ライフサイクルに対応した

健康づくりやフレイル予防をすすめ、高齢者の健康づくりをすすめること

などを求めました。 

 市長は、ライフサイクルに対応した健康づくりについて「乳幼児期から

高齢期までライフステージに合わせた事業に取り組んでいる」と答え、フ

レイル予防については「ウォーキングなどを取り入れた健康づくりに取り

組んでもらえるよう普及啓発をすすめたい」と答えました。 

 大東議員は、フレイルを予防するためにも歯の健康づくり、市民へのフ

レイル予防の啓発をすすめるよう求めました。 

 

 ４月から沼田市立幼稚園の池田幼稚園が薄根幼稚園へ

統合され、榛名幼稚園と利南幼東稚園が利南幼稚園に統

合され５園から２園となります。 

 統合後の４月からの薄根幼稚園 

の園児数は 16 人、利南幼稚園の 

園児数は３９人となる予定です。 

 沼田市では子どもの数が減少す 

るなか、市立幼稚園に入園する子 

どもが年々減り、市立幼稚園の統 

合について検討されてきました。 

 大東議員は１月１日、「市民のくらしを支える市政をつ

くるため、みなさんと力を合わせ今年も全力で取り組み

ます」と街頭から訴えました。 

 大東議員は、高齢者福祉や子育て支援の充実、農業や

商業、観光業などの産業の

活性化などに取り組む決意

を語り、市民と野党の共闘

でアベ政治を終わらせ、く

らしと平和を守る新しい政

治をごいっしょにつくりま

しょうと呼びかけました。 

 １２月定例市議会で提案された令和元年度沼田市一般会計補正予算（第

６号）で、テラス沼田の電気料金の削減をおこなうため、民間業者に委託

しより安い電気料金で安定的に供給できる電力会社を探す、エネルギーサ

ービスプロバイダー業務委託料（２,８２９，０００円）が計上されました。 

 市では、この業務委託によって年間約２，０００万円の 

電気料が削減されることを見込んでいます。 

 業務を委託する会社は、すでに全国の市町村や法人に現 

在使用している電力会社の電気料よりも電気料金が安い電 

力会社を提案している、「エネリンク」という会社です。 

 

 


